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Theme of Research 
軟弱粘性土地盤の長期残留沈下の予測 

 

Outline of Research 
理科大地盤研究室で既に継続的に行ってきている実験に参加し、軟弱粘性土の一次元圧

縮における粘性を、載荷速度、載荷履歴等の条件を変えた系統的な実験を実施した。また

理科大地盤研究室で開発してきた非線形弾粘塑性三要素モデルによって実験結果を解析

した。さらに、その成果をとりまとめて、帰国後も理論的解析を継続し、実務に適用できる準

備をした。 

 
Results of Research 
粘土の一次元圧縮試験を行い、次の成果を得た。 

① 不飽和土が浸水を受け、飽和度が上昇してゆく過程でのコラプス現象での体積収縮を

詳細に追跡して、飽和度が0～100％に任意に変化するプロセスでの拘束圧～間隙比

～飽和度関係の詳細なデータを得て、経験則を確立した。 

② 同時に飽和する過程でのセメンテーションによる年代効果が上記の関係に与える影響

を検討した。 

③ これらの緒現象を粘性と飽和化による物性の軟化、年代効果による硬化とその過程で

の粘性を説明できる非線形三要素モデルの開発に着手した。 

 

Further Research Plan 
滞在中に行った試験データの解析はまだ終了しておらず、理科大地盤研究室のメンバーと

協力して実施中である。さらに、理論的解析をその実務への適用はこれからの課題である。

また、いくつかの論文執筆計画がある。これらは順次実施する予定である。 
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